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＜研究動向＞『ビチェースⅡ』のリポジトリ公開

BICHEES II  (БИЧЭЭС II)

ビチェースⅡ : モンゴル国現存遺跡・突厥碑文調

査報告

Osaka University Knowledge archive:

http://hdl.handle.net/11094/26038

　本書はビチェースⅡと題している。ビチェースと

いう単語はモンゴル語で碑文を意味する。その第 2

弾を称している理由は、1996 ～ 98 年度に実施さ

れた日本・モンゴル合同学術調査「ビチェース（Ⅰ）」

プロジェクトを引き継いでいるからである。このプ

ロジェクトは「突厥・ウイグル・モンゴル帝国時代

の碑文および遺蹟に関する歴史学・文献学的調査」

のことであり、1999 年、森安孝夫・Ａ . オチル（責

任編集）『モンゴル国現存遺蹟・碑文調査研究報告』

として結実し、後続の研究に影響を与えている。

　この初代プロジェクトは国内の複数の文献研究者

が協働したものであるが、遊牧民に関係する碑文の

新たな拓本やより鮮明な写真を採集することのみな

らず、遺跡や碑文が建造された自然景観を踏まえた

上、それらが成立した歴史的背景を探求することを

も目指されていた。冷戦崩壊後の 90 年代、旧共産

圏は西側陣営の日本人研究者にとって未踏のフィー

ルドであった。遺跡や碑文一つ一つの現状を精確に

把握し、史料批判の材料を提供することが求められ

ていたのである。

　ビチェースⅡの調査は 2005 ～ 07 年度に実施さ

れたものである。初代の理念を引き継いだ、古代テュ

ルク遊牧民の言語・歴史・文化を専門とする大澤孝

と鈴木宏節が実際の調査と報告書の編集を担当して

いる。従って、本書が扱う遺物は、6 世紀中葉から
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9 世紀中葉にかけての突厥・ウイグルのものに限ら

れている。しかし、両書を通覧すれば、本書が刊行

された 09 年の時点で、取り上げるべき突厥・ウイ

グル時代の主要な遺跡や碑文をほぼ網羅することが

できる。一方で本書は、突厥文字で阿史那（アシュ

ナス）の銘文が刻まれたホル・アスガト遺跡のレリー

フ付き石槨や、ウランバートルに保管されていた人

面碑額付き漢文碑文（ハラーゴル碑文）など、著名

な碑文に埋没しがちな史資料の再検討に先鞭を着

け、多様な問題点を提起するものであった［大澤孝

2010; 鈴木宏節 2015］。

　ところで、モンゴル国における古代遊牧民の遺物、

とりわけテュルク系の突厥文字の史資料を網羅しよ

うという試みが 00 年代に相継いでいる。その最た

るものは、2001 年、ホショーツァイダムの毗
ビ ル ゲ ･ カ

伽可

汗
ガン

遺跡から金銀製品を発掘して世界中の研究者の

耳目を集めた、トルコ共和国の国際協力開発機構

（TİKA）による悉皆調査である［Sertkaya O. F. et al., 

2001］。

　次に、中華人民共和国、特に内蒙古自治区の学術

機関が牽引する現地調査であり［中国内蒙古自治区

文物考古研究所・蒙古国遊牧文化研究国際学院・蒙

古国国家博物館編 2008］、現在でも遊牧文化研究

所をカウンターパートに継続され、毎年、発掘調査

が展開されている。そして、大韓民国も匈奴時代の

みならず、草原遺物の全般的な研究調査に積極的で

ある。06 ～ 07 年に実施された調査は、慶州国立

文化財研究所・直指聖宝博物館とモンゴル国国立

科学アカデミー考古学研究所が合同で実施したも

のである［Гëнжүгийн соëлын өв судлалын хүрээлэн, 

Буддын урлагийн Чигжи сүм музей, 2008］。

　また、トルコ共和国とともに、民族の淵源を古代

テュルクに求めているカザフスタン共和国の調査

がある。オルホンと銘打つ、突厥文字の石刻史料

とそれをともなう遺跡を網羅する意図で写真図版

集が作成されている［Жолдасбеков & Сартқожаұлы, 

2005］。

　以上の国家プロジェクト級の成果刊行物に対し

て、本書が掲載する図版は数量ともに劣ると言わざ

るをえない。しかし、現地調査を実施するために必

要な遺跡の位置情報をＧＰＳ計測値で示し、個々の

遺跡へのアプローチ方法を具体的に述べた行動記録

を全面的に提示した点において、各国の報告書に比

べても遜色のないものと自負している。

　本書の刊行から十年以上が経過した。新たな関連

遺跡や碑文が報告される現状にある。それらと比較

すべき基礎的な情報を提供しているのが本書の位置

付けと言えよう。リポジトリで公開されているビ

チェースⅠ、Ⅱともに閲覧され、現地調査の道標に

なれば幸いである。（鈴木宏節）
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